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平成28年度定時総会 平成28年2月20日(土) マーキュリーホテル  

2016.6.30 たより No.20 

 会長より議長に前橋支部高橋康夫氏が指名され、議

事運営がなされ、報告事項、議決事項、その他が審議

され、原案通り確認、承認された。(以下抜粋) 

 

【報告事項】 

１ 連盟「特別職」の推挙 

北村幸雄氏(上毛新聞社社長)を名誉顧問に推挙。 

２ 上部団体功労表彰候補者の推薦について 

・平成27年度県スポーツ協会長表彰(スポーツ功労

者賞) 理事 斎藤裕志氏(みどり) 

３ 規約の改正 

４ 施行規定の一部改正 

５ 県大会競技特別規定の一部改正 

６ 大会要綱の一部改正 

７ 強化チームの指定について 

関東西濃運輸 サンデン㈱ 太田

市役所 高崎市役所の４チーム 

８ その他 

【議決事項】 

１ 平成27年度事業報告から平成28年

度予算案の承認について 

２ その他 

群馬県野球連盟 高崎市石原町１５８８ 普及委員会製作 

【総会会長挨拶】 

【議長の高橋康夫氏】 【説明する理事長の高地康男氏】 

春季審判技術研修会（座学）：2月7日(日) 吉岡文化センター  

 群馬県審判員の技術の向上と、野球の普及発

展を図ることを目的に県内各支部からの審判員

参加のもと開催された。当日は講師に関東軟式

野球連盟連合会理事長 程塚孝作氏を招いた講

演のほか、本県の全日

本軟式野球連盟技術指

導員から、「ルール解

説」「ハーフスィン

グ」「投球姿勢」など

について、講義が行わ

れた。 
【研修会の様子】 【講師：程塚孝作氏】 
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成長期スポーツ障害検診：平成28年2月11日(木) 群馬大学医学部 

 成長期のスポーツ外傷・障害の早期発見と予防のために検診するとともに、野球少年の実態を把握する

ことを目的に今年で4回目となる検診が行われた。県野球連盟に所属する425人の小中学生が受診した。 

 参加者の指導者からは、「子供の将来のことを考えると、この段階で壊すわけにはいかない。肘の中ま

で医師に診てもらえるのはありがたい。」といった話もされた。 

【群馬大学のドクターの皆さんと】 

【受診中の様子②】 【受診中の様子①】 

第41回群馬県選抜少年学童軟式野球大会 

３月２6日～４月5日 上毛新聞敷島球場 

 本年度から出場枠が見直され、３２チームの参加となった。入場

行進の演奏はＯＫＩ高崎吹奏楽団の協力を得て、開会式が行われ

た。 

 決勝戦は東小ウィンズ(前橋)と初出場の菱・境野子供会野球部(桐

生)との戦いになった。試合は13安打、13得点を挙げた菱・境野が東

小の反撃を4点に抑

え、初優勝を飾った。

優勝の菱・境野は、8

月に開催されるGasOne

カップ選手権大会へ

出場する。  

【決勝】         

菱・境野子供会野球部(桐生) 2 0 0 4 0 0 7 13 

東小ウィンズ(前橋) 0 0 0 0 0 0 4 4 

【↑選手宣誓の 

愛好会広瀬メッツ(伊

勢崎)三塚遥太主将】 

【開会式での国旗掲揚】 

【優勝の菱・境野子供会

野球部ナイン→】 

【ストレッチトレーニングの様子】 
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第36回全日本学童軟式野球大会 

4月23日～5月4日 上毛新聞敷島球場、前橋市民球場 

 開会式はＯＫＩ高崎吹奏楽団の演奏のもと、

協賛の日本マクドナルドのキャラクター、ドナ

ルド・マクドナルドの先導で参加32チーム624人

が入場行進を行った。 

 決勝戦は乗附ライオンズ(高崎)と西小ファイ

ターズ(桐生)の戦いになったが、1試合平均9得

点台と強打で勝ち上がってきた西小が初優勝を

飾った。 

 優勝の西小は、高円宮賜杯全日本学童大会(東

京都)、準優勝の乗附は関東学童大会(東京都)、

3位の中野ビクトリーズ(邑楽)は高野山旗全国大

会(和歌山県)、4位の小野ドラゴンズ(藤岡)は阿

波おどりカップ(徳島)に出場する。 

 なお、関東大会は7月に、他の上位大会は8月に開催される。 

【決勝】       

乗附ライオンズ(高崎) 2 0 0 0 0 2 

西小ファイターズ(桐生) 1 1 2 5 x 9 

 (5回コールド)  

【優勝の西小ファイターズナイン】 

【ＯＫＩ高崎吹奏楽団の皆さん】 

【ドナルドを先頭に入場行進】 

【選手宣誓の東小ウィング(前橋)中曽根幸生主将】 
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天皇賜杯第71回全日本軟式野球群馬県大会 
4月16日～5月5日 渋川・あずま・大胡・富岡・敷島 

 決勝戦はサンデン(伊勢崎)と太田市役所(太田)の対

戦となった。試合は、サンデンが先制、太田が追いつ

くといった接戦になったが、サンデンが太田を破り5

年ぶり2度目の優勝を飾った。 

 優勝のサンデン

は、9月に開催さ

れる全国大会(北

海道)へ出場す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

【吉野晃史監督を胴上げする優勝のサンデンナイン】 

【閉会式の模様】 

【決勝】           

サンデン(伊勢崎) 0 0 0 1 0 1 0 0 1 3 

太田市役所(太田) 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 

第71回群馬県実業軟式野球大会 
5月21日～6月12日 高崎城南野球場、上毛新聞敷島球場ほか 

【力投するサンデン

坂本哲治投手→】 
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 開会式は高崎城南野球場において、Ａ、Ｂ、Ｃ、壮年クラスの参加チーム(122チーム)の参加のもと盛
大に実施された。大会は、上毛新聞敷島球場ほか13会場に分散し、118試合が行われた。 

【選手の入場を見守る今井伸吉会長と北村幸雄名

誉顧問】 

【前年度優勝旗･優勝カップの返還】 【↑入場行進の演奏をつとめていただいた 

群馬銀行ブラスバンド部の皆さん】 

【選手宣誓の関東西濃運輸川村修司主将】 
【始球式を行う鎌田一郎副会長】 

【行進を見守る酒井明男審判部長ほか審判の皆さん】 
【県球連役員の皆さん】 

【入場行進の様子(左右とも)】 
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 優勝の太田は国体関東ブロック大会(山梨)と水戸市長旗東
日本選抜(茨城)へ、準優勝の高崎は関東選抜大会(埼玉)へ出
場する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ、Ｃ両クラスの優勝チームは高松宮賜杯関東予
選大会(埼玉)へ、準優勝チームは関東選抜大会(神奈
川)へ出場する。 

 

 

 優勝のフェローズは、日本スポーツマスター
ズ関東予選会(山梨)へ、準優勝のフォーティー
は天狗山旗東北関東選抜大会(福島)へ出場す
る。 

【壮年優勝のフェローズナイン】 

【決勝（Ａ）】           

太田市役所(太田) 1 0 0 0 0 0 1 0 1 3 

高崎市役所(高崎) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

【決勝（Ｂ）】           

アッシュ(太田) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

エイチイチキュウ(伊勢崎) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

【決勝（Ｃ）】           

ナンバーセカンド(伊勢崎) 0 0 6 1 0 0 0 0 1 8 

メヴィウス(渋川北群馬) 1 3 0 0 2 0 0 0 0 6 

【決勝（壮年）】         

フォーティファイバーズ(高崎) 0 0 0 0 0 0 0 0 

フェローズ(前橋) 0 1 0 0 0 0 x 1 

【青田晃一監督を胴上げするＡクラス優勝の 
太田市役所ナイン→】 
上毛新聞（H28.6.14） 

【Ｂクラス優勝のエイチイチキュウナイン】 

【Ｃクラス優勝のナンバーセカンドナイン】 

【エイチイチキュウ井上大輔投手】 

【ナンバーセカンド林大輔投手】 
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第3回群馬県女子学童軟式野球大会 
5月3、4日 上毛新聞敷島球場 

 伊勢崎フラワーガールズ、太田ガールズの女子学童チームが誕生し、前橋ガールズ、桐生ガールズクラ

ブを含めて県内4チームとなったことにより、初めて抽選会が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 決勝戦は、前橋ガールズと誕生したばかりの太田ガー

ルズの対戦となり、女子学童野球の先駆けである前橋

ガールズが太田ガールズを圧倒した。 

 優勝の前橋はNPBCUPガールズトーナメント2016、準優

勝の太田はGasOneカップ女子学童軟式野球選手権大会へ

出場する。 

 

 

 

 

 

 

 太田ガールズは、野球少年の増加を狙いとして、今年３月

５日のチームスタッフ会議をもって正式にスタートしたチー

ムです。監督の他、コーチ２名と学童マネージャー２名のス

タッフ陣に選手１３名でスタートし、現在では選手も１６名

に増えています。学年別では、６年生４名、５年生３名、４

年生以下が半分以上と、非常に若いチーム構成となっていま

す。 

 そのような中で、初出場した今年度の群馬県女子学童軟式

野球大会では準優勝となり、８月の関東大会への出場が決ま

りました。 

 選手は全員が市内の学童チームからの選抜の為、大会前の

練習が主な活動となっていますが、「友愛」をチームテーマ

として仲間を思いやる子供の育成に努めています。 

 

 

 館林アゼリアガールズは県内５番目に誕生したチームで

す。 

 平成２８年５月７日にチーム発足式を行い、武井邦晴監督

をはじめスタッフ４名・選手１３名で、本年１０月に開催さ

れます第１回群馬県ガールズトーナメント大会に出場し、１

戦１勝を目指して毎週土曜日に練習を行い女子野球の普及を

推進して行きたいと思います。 

【優勝の前橋ガールズ】 

【太田ガールズ】 

県内女子５番目に、館林アゼリアガールズ 

【館林アゼリアガールズ】 

太田に県内4番目の女子学童チーム 

【決勝戦の整列に向かう太田ガールズ(左)と前橋ガールズ】 
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群馬県野球連盟公式ホームページ 

http://www.jsbb-gunma.com 

編集後記 

２０１６年度前期 たより県球連２０号をお届けします。 
「たより」に対し、ご意見ご感想をお寄せください。 

また、誤字、脱字など、お許し願います。 

 シーズンも中盤から後半へ移ります。今後の県大会の予定をお知らせいたします。皆様の健闘を祈りま

す。 

 

県大会予定 

上位大会の結果 

 大会名 会期 会場 参加 優勝チーム 県代表 

第3回関東女子中学大会 3/26、27 埼玉県 8 オール栃木(栃木) 
群馬エンゼルス(選

抜)準優勝 

第21回関東選抜交流大会 4/2、3 茨城県 16 

日本オートモティブ

システムズ㈱厚木事

務所(神奈川) 

関東西濃運輸(1回戦) 

サンデン(1回戦) 

第11回五味博一旗北信越・関東ブロッ

ク大会 
5/20～22 長野県 18 

ＪＡ長野厚生連佐久

総合病院(長野) 
太田市役所(準優勝) 

第38回東日本大会 

1部(B) 6/17～20 福井県 28 三菱重工名誘(愛知) 
昭和ジャガーズ(利根

沼田)1回戦 

2部(C) 5/20～23 埼玉県 28 
佐藤梱包運輸㈱(埼

玉) 
日本製線(前橋)2回戦 

【県大会】   

開催期 大会名 会場 

 7月17日～ 県壮年 敷島・安中西毛･渋川・館林・前橋大胡 

 7月24日～ 県熟年 敷島・伊勢崎･桐生･富岡･藤岡・あずま 

 8月 6日～ ＪＡ群馬杯県学童 敷島・高崎 

 9月 3日～ 県クラブ人 敷島・いずみ・前橋大胡 

10月 1日～ ニッポンハム杯学童秋季 高崎城南･前橋大胡･渋川・桃ノ木川 

10月 9日～ 東日本県予選 
安中西毛・桐生・館林・藤岡・敷島・あずま・い

ずみ・高崎城南・富岡 

10月 8日～ 県町内対抗 敷島･前橋市民 

10月22日～ 会長賞県熟年選手権 敷島･あずま･前橋市民 

10月29日～ 会長賞県壮年選手権 敷島・沼田・高崎城南 

11月10日～ 上毛社旗県選手権 敷島 

【主管大会】   

開催期 大会名 会場 

10月29日～ 関東クラブ人大会 館林・いずみ 


